



―『キエフ年代記集成』（1149 ～ 1151 年）
中沢敦夫，吉田俊則，藤田英実香
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（6657〔1149〕年続き）
キエフにおけるユーリイ大公 [D17] の公支配のはじまり。かれは，ウラジーミル・モノマフ
[D1] の子であり，フセヴォロド [D] の孫であり，ヤロスラフ [13] の曽孫であり，ルーシの地
全土を洗礼した大ウラジーミル公 [06] の玄孫である。
【384】ユーリイ [D17] はキエフへ馬を進めた 1）。多くの民が城を出て，大いなる喜びをもって
出迎えた。かれは自分の父の公座に就き，神を称賛し誉め讃えた。かれは，ウラジーミル・ダヴィ
ドヴィチ [C34] を呼び寄せるために，チェルニゴフへ使者を遣った。ウラジーミル [C34] はユー
リイ [D17] のもとにやって来て，かれに拝礼した 2）。
そこで，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は，かれ〔ウラジーミル [C34]〕にこう言い
始めた。「お前はわしの父の地を所有しているではないか」。こうして，かれ〔スヴャトスラフ
[C43]〕はクルスクとセイム川流域一帯，スノフスク千人地区 3）(Сновьская тисяча) を〔ウラジー
ミル [C34] から〕取り上げた 4）。
1）タティーシチェフによると，ユーリイのキエフ入城は，イジャスラフ [D112:I] がキエフを脱出した翌
日の，1149 年 9 月 2 日としている。[Татищев III: С. 9]
2）ウラジーミル [C34] は，ユーリイ [D17] の勝利を決定づけたペレヤスラヴリ城外の合戦には加わらなか
ったものの，ユーリイとスヴャトスラフ [C43] の同盟要請を拒否したことから，敗者の側に立っていた。
かれは，ユーリイに恭順の意を示し，新秩序を認める宣誓を行うために，キエフにやって来たのである。
3）「スノフスク」(Сновьск) は，デスナ川右岸の支流スノヴィ (Сновь) 川の河岸に建設された城砦（チェ






なわちオレーグ [C4] の旧領だが，ウラジーミル [C34] が〈不当に〉支配している，スノフスクからク
ルスクに至るデスナ川＝セイム川流域の諸都市の返還を求め，承知させたと解釈したい。なお，例え
ばクルスクは 1141 ～ 1146 年まで実際にスヴャトスラフ [C43] の領地だった。[『イパーチイ年代記』
(3)：330 頁，注 6] を参照。
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また，〔スヴャトスラフ [C43] が〕イジャスラフ [C35] から取り上げたのは，スルチェスク 5）
とクレチェスク 6）(Кльчьскъ) など，すべてのドレゴヴィチ (Дрегвичѣ) の地 7）であった 8）。
このように合意して，かれら〔ウラジーミル [C34] とスヴャトスラフ [C43]〕はそれぞれの
地 9）へ去った。
ユーリイ [D17] は，自分の長男のロスチスラフ [D171] をペレヤスラヴリの公に，アンドレ
イ [D173] をヴィシェゴロドの公に，ボリス [D170] をベルゴロドの公に，グレーブ [D178] をカー
ネフの公に，ヴァシリコ [D174] をスーズダリの公に，〔それぞれ息子たちを〕据えた 10）。
さて，イジャスラフ [D112:I] はヴラジミル 11）に到着すると，ハンガリーの自分の義弟に
あたる王 12）のもとに，またポーランドの自分の姻戚にあたるボレスワフ (Болеслав)，ミェシ
5）「スルチェスク」(Случеск) はベラルーシの首都ミンスクから約 100km 南に下った地点にある都市。
[ イパーチイ年代記 (1)：260 頁，注 86] を参照。







この地は伝統的にモノマフ一族の支配下にあったことから（[ イパーチイ年代記 (1)：260 頁（注 86）; 
イパーチイ年代記 (2)：299 頁（注 87）] を参照），イジャスラフ [C35] が，モノマフ一族出身のイジャ
スラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I]（キエフ公）と同盟していた時期に，後者から所領として受け取っ
たものと推定できる。
　　これにより，イジャスラフ [C35] の所領は，スタロドゥーブ (Стародуб) の周辺だけに限定されたこ
とになる。
9）スヴャトスラフ [C43] はノヴゴロド・セヴェルスキイへ，ウラジーミル [C34] はチェルニゴフへ帰還し
た。






エヴィチ [D181] をブレスト (Брест) とドロギーチン (Дрогичин) へと退去させた」と説明している。
[Татищев Т. III, 1995: С. 9]
12）イジャスラフ [D112:I] の異母妹エフロシニヤは，1146 年にハンガリー王ゲーザ二世（在位 1141-
1162 年）と結婚しており，イジャスラフにとって王は義弟 (зять) にあたる。イジャスラフは 1148 年
にもスヴャトスラフ [C43] 等チェルニゴフ諸公と戦うために，ゲーザ二世の援軍を要請している ([『イ
パーチイ年代記』(3)：362 頁，注 177] 参照 )。
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13）1137 年に当時のノヴゴロド公フセヴォロド [D111] の娘で，イジャスラフ [D112:I] にとって姪にあた
るヴェルフスラヴァが，後にポーランド大公になる「ボレスワフ」四世（巻毛公）(Bolesław IV ) に嫁
いでいる（[『イパーチイ年代記』(2)：313 頁，注 153] 参照）。「ミェシコ」（三世老公）(Mieszko III 
Stary)，サンドミエシュの「ヘンリック」(Henryk Sandomierski) はその弟たちである。ここで使われて
いる сват の語は古代ロシア語では広く「姻戚」関係を表している。
14）ヴラチスラフ二世は 1140 年からチェコの公で，1158 年からはチェコ王に就く。1149 年より前に，イ
ジャスラフ [D112:I] の息子ヤロスラフ [I2] が，ヴラチスラフ二世の姉妹と結婚しており，イジャスラ
フにとってヴラチスラフ二世は姻戚 (сват) にあたる。[Rusian genealogy]




のビザンティンとハンガリー間の長期の戦いにつながっている [ 尚樹 1999：594, 599 頁 ][ オストロゴ
ルスキー 2001：494-495 頁 ]。ゲーザ二世のイジャスラフ [D112:I] への言葉は，このようなハンガリ
ーの対外情勢を背景にしている。









ヴャチェスラフ [D16] は 22），このことを聞くと，ユーリイ [D17] に使者を遣って言った。「見
よ，ハンガリー人が進軍してやってくる。ポーランドの諸公もすでに乗馬して〔進軍を始めた〕。
イジャスラフ [D112:I] ももう戦いの準備をしている」。さらに，〔ヴャチェスラフ [D16]〕は自
分の兄弟のユーリイ [D17] に対してこう言った。「イジャスラフ [D112:I] にかれが望むものを
与えるか，【386】そうでなければ，自分の部隊を率いてわしのところに来て，わが領地 23）を守れ。
17）ウラジミルコ・ヴォロダレヴィチ [A121]（ガーリチ公在位 1141-1153 年）のこと。ウラジミルコは，
キエフからの独立を確保するために，キエフ公だったイジャスラフ [D112:I] に対抗していたユーリイ














やって来た。ハンガリー人もやって来た」[Щавелева 2004: С. 167, 320] としている。
21）プルス（プロイセン）人は，ヴィスワ川とクロニアン湖周辺に分布した異教徒のバルト・スラヴ系民族。
カトリックのポーランドとしばしば対立し，ボレスワフ 4 世の時代には遠征が行われていた。
22）以下の叙述からも分かるように，ヴャチェスラフ [D16] は，1146 年に甥のイジャスラフ [D112:I]
によってトゥーロフの公座を追われてからこのときまで，ゴルィニ河畔の小さな城市ペレソプニツァ
(Пересопница) の公位に就いていた（[Соловьев 1988: С. 448] 参照）。この場所からであれば，イジ
ャスラフ [D112:I] と外国からの援軍の動きは手に取るように分かったはずである。
23）わが領地 (волость моя) は，トゥーロフと，ペレソプニツァ周辺の諸城市のことだろう。イジャスラ
フ [D112:I] が拠点とするルチェスクは，ペレソプニツァに近く，イジャスラフ [D112:I] 及び外国軍隊
がキエフへと進撃する途上で攻められる危険性があった。
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翌日，イジャスラフ [D112:I] はヴラジミルから出て，そこからルチェスク (Луческ) へと向
かった。そこで，3 日間滞在した。そこで，ボレスワフは多くの小士族たちに刀礼の儀式を行っ
た 26）。
その時，〔ヴャチェスラフ [D16] のいる〕ペレソプニツァ 27）(Пересопниця) にユーリイ [D17]
の二人の子，ロスチスラフ [D171] とアンドレイ [D173] がやって来た。【387】ガーリチからは
ウラジミルコ (Володимир)[A121] が援軍のために行軍した。ウラジミルコ [A121] 自身は，す
でに出撃して，シュムスク 28）(Шюмьск) の近くまで来ていた。そして，ポーランド人，ハンガリー
人は〔かれの到来に〕恐れおののいた。
ユーリイ [D17] は，ペレソプニツァの兄弟のヴャチェスラフ [D16] のところにやって来た。
24）この神判としての戦争を決意する表現については，[ イパーチイ年代記 (3): 358 頁，注 154] を参照。
25）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事（6657(1149) 年）では「その年の冬」(тое зимы) となっている。
ハンガリー人とポーランド諸公の到着は，1150 年 1 月頃のことと考えられる。





だと，北東約 150km に位置している。ここから北西へ 40km ほど進むと「ドゥブノ」(Дубно) に着き，










イジャスラフ [D112:I] に告げた。このことは，イジャスラフ [D112:I] には，とても気に入らな
かった。かれは，ボレスワフ，ヘンリック，ハンガリー人等と協議して，配下の家臣を〔ペレ














29）「チェメリン」(Чемерин) はルツクから東へ 30km ほどに位置する小村でオルィカ (Олыка) 川が流れ
ていた。なお，ゴラーニンは「オルィカ」をドゥブノ郊外の森などの名前としている。[Goranin 1995: 
p.83, n.563]
30）ヤーニンによれば，1117 年にフセヴォロド [D111] がノヴゴロドの公位に就いたときに，キエフ公だ
った父のムスチスラフ [D11] はかれに，ノヴゴロドの一部の地からの貢税収入を一族の世襲的権利とし
て定めた。ところが，1141 ～ 1142 年にユーリイ [D17] が息子のロスチスラフ [D171] をノヴゴロド公
に据えたときに，その権利をユーリイ一族が奪い取り，その後ムスチスラフ一族の諸公（スヴャトポル
ク [D114]，ヤロスラフ [I2]）がノヴゴロド公となっても，この徴税権は引き渡さなかった。イジャスラ
フ [D112:I] はこの権利をユーリイ [D17] に要求したのである [Янин 2013: С. 63]。実際，『ノヴゴロド
第一年代記』の 1149 年の項には，ユーリイ [D17] が配下のイワン・ベルラドニク公 [A1221] をノヴゴ
ロドに派遣して，在地の徴税吏を襲撃させるなど，徴税権をめぐって諍いが起こっている。[ ノヴゴロ
ド第一年代記 [I] :48 頁 ]
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こうして，ヴャチェスラフ [D16] とユーリイ [D17] とイジャスラフ [D112:I] は和議を始め
た 32）。先に言ったように，使者を交換したのである。イジャスラフ [D112:I] は，これまでどおり，
ノヴゴロドに対するすべての貢税〔の権利〕を〔ユーリイ [D17] が返還することを〕望んだ。
しかし，これについては合意しなかった。ユーリイ [D17] がかれの言うことを聞かなかったの






ユーリイ公 [D17] は兄弟のヴャチェスラフ [D16] 及びすべての自分の子供たちとともに，
31）ボレスワフ四世（巻毛公）が，ユーリイ [D17] やヴャチェスラフ [D16] にとって女婿 (зять) と呼ばれ
ているのは，ボレスワフの妻ヴェルフスラヴァが，かれらの甥フセヴォロド [D111] の娘であることか
らくる，広い意味での姻戚名称である。
32）このとき，イジャスラフ [D112:I] は，ヴャチェスラフ [D16] がキエフの公位に就くことをを主張した
と考えられる。本稿注 99 を参照。
33）タティーシチェフによれば，この交渉においてヴャチェスラフ [D16] は，ユーリイ [D17] にイジャス
ラフ [D112:I] との和解を熱心に勧めたが，適わなかったとしている。[Татищев III: С. 12]
34）　1144 年の項に，ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] は，当時のキエフ公フセヴォロド [C41] によって，
フセヴォロドコ [F11] の娘と結婚させられたとの記事がある [『イパーチイ年代記 (2): 333 頁，注 279]
参照。当時，フセヴォロドの息子スヴャトスラフ [C411:G] の庇護を受けていたとすれば，この時にス
ヴャトスラフの盟友であるユーリイ [D17] のもとにいたことも納得できる。また，城市ヴラジミルは，
かつてはユーリイ [B321] の父ヤロスラフ [B32] の旧領 (1110-1117 年 )，つまりかれにとって「父の地」
(отчина) であった経緯を考えると，ユーリイ [B321] は旧領の回復を狙っていたのかもしれない。
－ 328 －
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リイ公 [D17] がその兄ヴャチェスラフ [D16] とともにやって来るというのである。そこで，か
れらはルチェスクに進軍を始めた。かれらは，ルチェスクに二手に分かれて向かった。
そのとき，ルチェスクには，イジャスラフ [D112:I] の弟ヴラジーミル [D115] がいた。
そしてかれら〔ロスチスラフ [D171] とアンドレイ [D173]〕が〔ルチェスクの〕城市に近づ
いて，自分たちの父〔ユーリイ [D17]〕の軍旗を認めた。また，城内から歩兵が出てくるのが
見え，かれらとの間で射撃が交わされた。
ロスチスラフ [D171]，ボリス [D170]，ムスチスラフ [D17j] は（…）36）【390】これは，かれ〔ア
ンドレイ [D173]〕は戦闘の仕方において思いあがることはなく，神からの称賛だけを求めて
いたことによっている。〔アンドレイは〕このような神の助けと十字架の力と自らの祖父の祈







－ 328 － － 329 －





















[D1] の祈り (молитва) が，子孫の戦いにおいて「霊験」があることについては，1123 年のアンドレイ




40）『イパーチイ年代記』のすべての写本は Ярослав(вля)а смерть Изяславича すなわち，「ヤロスラフ・
イジャスラヴィチの死」と書かれている。しかし，この個所は，1078 年にキエフ公イジャスラフ [B] が，
ネジャタ原の戦いで敵の歩兵に取り囲まれて立ち往生しているところを，槍で肩を突かれて殺された故
事がふまえられていることは明らかであり [ ロシア原初年代記 :223 頁 ]，カラムジン以来 [Карамзин 
1991: С. 251 прим. 324]，ここは「イジャスラフ・ヤロスラヴィチ」と読むことが定説となっている。
41）「殉教者聖テオドロス」に相当する聖人は二人おり，「新兵（ティーロン）」と呼ばれる，4 世紀初め頃
の小アジアの軍人聖人と，「将軍（ストラティラトス）」と呼ばれる 9 世紀以降に尊崇が発展した軍人聖
人である。ここではどちらかは定めがたいが，ゴラーニンは後者をとっている。[Goranin 1995: p. 85, 
n. 573]。
42）聖テオドロスの記念日は「新兵（ティロン）」であれ，「将軍（ストラティラトス）」であれ，1150 年








イジャスラフ [D112:I] の弟ウラジーミル [D115] は，城内で自分の家来たちとともに衰弱し
ていた。
さて，イジャスラフ [D112:I] は，部隊を武装させてヴラジミルから出陣すると，ヴャチェス






スラフ [D112:I] が，ヴャチェスラフ [D16] とユーリイ [D17] を討たないように，また，かれら
〔ヴャチェスラフとユーリイ〕の部隊が戦わないようにしたのである。




スラフ [D112:I] について，〔ユーリイに対して〕懇願をした。ユーリイ [D17] の息子ロスチス






43）「ポロナヤ川」(Полоная) は，チェルノグスカ (р. Черногузка) 川の支流，現在のポロンカ (р. 
Полонка) 川にあたり，その河口からは，ルチェスクまで北東に約 16km，ヴラジミルまでは西北西に
約 60km に位置している。両都の中間点ではあるが，かなりルチェスクに近い。
－ 330 － － 331 －




ガーリチの公ウラジミルコ [A121] は，ヴャチェスラフ [D16]，ユーリイ [D17]，イジャスラ
フ [D112:I] に，何度も使者を派遣して，かれらを和解させようとした。かれ〔ウラジミルコ〕
はヴャチェスラフ [D16] とユーリイ [D17] に〔使者を通じて〕こう言った。「神は，悪人には
報復を行い，敬虔な者には徳を施す権能を，われわれにお与えになったのです。われらの創造
者に対して，〔われらは〕『われらが父よ，われらが人を赦すがごとく，われらの罪を赦し給















議の重要さを述べた一種の格言として年代記に用いられている（[ イパーチイ年代記 (3)：365 頁，注











ヴャチェスラフ [D16] は，自分の兄弟ユーリイ [D17] にこう言い始めた。「兄弟よ，和解せよ。
そなたは，〔イジャスラフ [D112:I] と〕同意して，ここから立ち去る 52）つもりはないか。ここ
から去れ。さもないと，イジャスラフ [D112:I] はわしの領地 53）を焼き払うだろう」。ユーリイ
[D17] はこれを聞いて同意した。






















56）1150 年の 3 月後半くらいを指している。
57）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，「ヴャチェスラフの領地である」の文言が加わっている。
58）この時点では，ユーリイ [D17] はキエフへ，その子供たち（グレーブ [D178] を除く）もドニエプル
沿岸の所領地へと戻ったと考えられる。
－ 332 － － 333 －






ユーリイ [D17] は，自分の娘 59）をオレーグ・スヴャトスラヴィチ 60）[C431] に，別の娘 61）をガー
リチのウラジミルコ [A121] の息子であるヤロスラフ [A1211] に嫁がせた 62）。
そのとき，ユーリイ公 [D17] は，ヴャチェスラフ [D16] をキエフの公座に就かせるべく呼び




59）ヴォイトヴィチによれば，この娘はエレーナ (Елена) としているが [Войтович 2006: С. 548]，この
名の出典については不明。
60）オレーグ [C431] については，生年不明。当時かれの父親スヴャトスラフ [C43] は，キエフ公になった
ユーリイ [D17] の同盟者としてノヴゴロド＝セヴェルスキイを拠点としていた。息子オレーグ [C431]
もこの城市にいた可能性が高い。
61）ヴォイトヴィチによれば，この娘がオリガ (Ольга) としている [Войтович 2006: С. 547]。オリガに
ついては，『イパーチイ年代記』1181 年の項に「フセヴォロド [D177:K] の姉妹のオリガが逝去し（…）




62）ヤロスラフ [A1211] の父ウラジミルコ [A121] は自領ガーリチの独立をめぐってイジャスラフ
[D112:I] と敵対関係にあり，共通の敵を持つことからユーリイ [D17] と同盟関係を結んだ。この結婚は
その同盟の確約するものであろう。











フ [D16] に与えた 65）。







[D17] はキエフに，ユーリイ [D17] の息子グレーブ [D178] はペレソプニツァと【395】ドロゴブー
ジに座していた 67）。イジャスラフ [D112:I] は，先に言ったように「侮辱を受けたままでいるこ
とはできず」，十字架接吻を正しく実行しようとした。（…）68）








そこで，グレーブ [D178] は城内から軍使をイジャスラフ [D112:I] のもとに遣って，こう言っ
た。「ユーリイ [D17] がわたしにとって父であると同様に，あなたはわたしにとって父です。
65）このユーリイの措置がヴャチェスラフの不満を買ったことについては，以下の注 243 を参照。
66）「侮辱を受けたまま」(въ обидѣ... быти) とは，所有物の損害をこうむった状態をそのままにしておく
こと。
67）ペレソプニツァにはヴャチェスラフが座していたが，ヴャチェスラフがヴィシェゴロドに移動したの
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こうして，グレーブ [D178] は，そこからウシェスク (Ушескъ)75）の方面へ，自分の父のもと
へと向かった。







71）グレーブ [D178] の父ユーリイ [D17] のところ，すなわちキエフを指している。
72）少し前の軍使の挨拶の「拝礼」(ся кланяю) と同じく，降伏・服従をあらわす儀礼的身ぶり。
73）コレチェスク（コルチェスク）(Корческ) は，ドロゴブージから東へ 50km 程度の地点に位置する城
砦都市。
74）「ゴルィニ川」(Горинь; Горынь; Горина) は，プリピャチ川右岸の支流で，現在のホルィニ (Горинь)
川のこと。ペレソプニツァ，ドロゴブージはその上流に位置する城市である。
75）ウシェスク (Ушескъ) は，ドニエプル川支流ウージ (Уж) 川の上流域左岸に位置する城砦で，コルチェ
スクからは東へ 100km ほど行ったところにある。ここからウージ川を下りドニエプル川に入ればキエ
フに達する。現在のウシツァ (Ушица) 村に相当する。
76）ゴリスコ (Гольско) とクニーリ (Куниль) の位置については不明。ルィバコフは，シュームスク





エプル川を渡河し，オステル川河口のゴロドク 78）(Городокъ Вострьскии) へと逃れた。
イジャスラフ [D112:I] は自分の部隊を率いて，キエフへと近づいた 79）。
ヴャチェスラフ [D16] は，すでにキエフに入っていた。それは，かれの兄弟〔ユーリイ [D17]〕
が対岸 80）へと去って行った時だった。かれは，入城すると，ヤロスラフの館 81）に居を構えた。
キエフ人は，イジャスラフ [D112:I] が進軍してやって来ることを聞いて，多数の者たちが城
外に出て，イジャスラフ [D112:I] を出迎えた。かれらはイジャスラフ [D112:I] に言った。「ユー














78）「ゴロデツ」(Городец) とも呼ばれ，ユーリイ [D17] にとっては特別な支配城市であったことが，年代
記から推測される。[ イパーチイ年代記 (3): 注 167] を参照。
79）タティーシチェフは，その後にユーリイ [D17] が再度キエフを回復した日付を，1150 年 8 月 28 日と
している。これ以降の記事は一日刻みで事態の変化が記されていることから，この日付から逆算すると，
イジャスラフ [D112:I] のキエフ到着は 1150 年 8 月 20 日となる。[Літопис руський, 1989: С. 230]
80）ゴロドクはキエフの丘から見るとドニエプル川の対岸の方向にあたる。
81）「ヤロスラフの館」(Ярославль двор) については 1146 年の記事にも見えるが，キエフの丘のウラジ
ーミル街区の北東にあった大規模な木造の建物で，二階の広大な「階上の間」(сени, сенницы) は，キ
エフ公が従士たちとともに座し，協議や宴会を行う場所になっていた [Каргер 1958: С. 268-270]。
82）イジャスラフ [D112:I] がヴャチェスラフ [D116] にキエフの公座に就くように呼びかけたが，ヴャチ
ェスラフが拒否したという記述は，これまでの年代記に見当たらない。状況から判断して次の経緯が想
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ヤロスラフの館に入った。多くのキエフ人が，かれとともにやって来た。その時，ヴャチェ









登り，かれに拝礼した。ヴャチェスラフ [D16] はイジャスラフ [D112:I] を前にして立ち上がり，
互いに接吻を交わした。そして二人は同じ場所に座した。










イジャスラフ [D112:I] はキエフに座した。そして，自分の息子ムスチスラフ [I1] をカーネ
フ 86）へと派遣して，その場所からペレヤスラヴリ 87）を獲得するよう命じた。ムスチスラフ [I1]






リと戦うときには拠点となった。[ イパーチイ年代記 (3)：386 頁，注 306] を参照。




は対岸の 88），自分の〔味方の〕トゥルペイ 89）人 (турпей)とその従士たちのところ 90）へ出向いて行っ
て，自分の所に来るようにと命じた。
ロスチスラフ [D171] はこのことを聞くと，ゴロドクの父親（ユーリイ [D17]）に使者を遣って，
かれに援軍を要請した。ユーリイ [D17] はかれ〔ロスチスラフ〕のもとに援軍として，その弟
のアンドレイ [D173] を派遣した。ロスチスラフ [D171] は，弟〔アンドレイ〕をペレヤスラヴ
リに残して，自分はサコフ 91）(Саков) まで急行し，ドニエプル川河岸でトゥルペイ人を襲撃して，
かれらを捕まえると，ペレヤスラヴリへと連行した。





他方，イジャスラフ [D112:I] は，ヴィシェゴロドのヴャチェスラフ [D16] に使者を遣り始め
た。ヴャチェスラフ [D16] は，イジャスラフ [D112:I] と協調をし始めた。
その頃，ウラジミルコ [A121] はガーリチを発って，自分の姻戚 92）であるユーリイ [D17] を
助け，イジャスラフ [D112:I] を討伐するためにキエフへと向かっていた。





う。ムスチスラフ [I] は「サコフ」(Саков)（次注 91）に居住していたかれらの援軍を得て，ペレヤス
ラヴリの公座を獲得しようとしたが，結局は失敗することになる。
90）ムスチスラフ [I] は，カーネフからドニエプル川を渡って，対岸（左岸）のサコフ（次注 91）へと行
ったことになる。
91）「サコフ」(Саков) は，ルィバコフの地図によると，スーラ (Сула) 川河口付近のドニエプル左岸にあり，
ペレヤスラヴリからドニエプル川を下った南東方向約 50km ほど離れた場所に位置している。『イパー
チイ年代記』1142 年と 1146 年の項に，キエフの千人長ラザリ・サコフスキイという人物が見えるが，
この城市の出身者だった可能性がある。
92）先の注 61 にあるように，1150 年にユーリイ [D17] の娘がウラジミルコ [A121] の長男ヤロスラフ
[A1211] に嫁いだばかりで，姻戚関係が結ばれていた。
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ボロホフ 93）(Болохов) の地を通って，ムナレフ (Мунарев)94）を通り過ぎ【399】，ヴォロダレ
フ 95）(Володарев) へと向かっているというのである。イジャスラフ [D112:I] は自分の息子ムス
チスラフ [I1] に使者を遣って 96），かれに言った。「ガーリチのウラジミルコ [A121] がわしを討
ちにキエフへと向かっている。また，こちらからは 97）ユーリイ [D17] がオレーグ一族〔の諸公〕
とともにやって来る。ベレンディ人を連れて，すぐに来たれ」。
イジャスラフ [D112:I] 自身はまた，配下の貴族たちを連れて，ヴィシェゴロドのヴャチェス


















94）ムナレフ (Мунарев) の場所については定説はないが，キエフから南西に約 55km に位置する，ヴェリ
カヤ・スネティンカ (Великая Снетинка) に同定する説がある。その場合，地理的な位置からすると「ヴ
ォロダレフを通り過ぎてムナレフに向かう」となるはずである。年代記編者の誤解に発するものか。
95）ヴォロダレフ (Володарев) はロシ (Рось) 川上流域左岸に位置する城砦で，現在のヴォロダルカ
(Володарка) に相当する。キエフからは，南南西に 115km ほど離れている。
96）この時点で，ムスチスラフ [I] は，父親に派遣されたカーネフ (Канев) にいたと考えられる。
97）キエフに近い側，つまりユーリイがいるゴロドクを指していると考えられる。
98）キエフに入城したイジャスラフ [D112:I] が，キエフのヤロスラフの館の階上の間にいたヴャチェスラ
フ [D16] をヴィシェゴロドに追放した日。本稿注 79 を参照。
99）イジャスラフ，ヴャチェスラフ，ユーリイの三者の最初の交渉（本稿注 32 参照）のときから，1150
年の和議の締結（本稿注 56 参照）に至るあいだ，イジャスラフは一貫して，ヴャチェスラフがキエフ






はヴャチェスラフを [D16] を父とし，ヴャチェスラフ [D16] はイジャスラフ [D112:I] を子とす
ることを〔誓った〕。二人の配下の家臣たちも十字架接吻を行い，これからは互いの間で善を
行い，名誉を守り，不和を煽り立てることをしないこと〔を誓った〕。
イジャスラフ [D112:I] は殉教二聖人と自分の父ヴャチェスラフ [D16] に拝礼して，かれ〔ヴャ
チェスラフ〕に言った。「父よ，あなたは案ずることはありません。【400】わたしが，ズヴェ







ル [D115] と自分の息子のムスチスラフ [I1] を連れて，ズヴェニゴロドへ向かって進軍し，そ
こに到着すると，部隊とともに陣営を構えた。
かれ〔イジャスラフ〕のところに報告がもたらされた。ウラジミルコ [A121] は，すでにペ











102）「ペレペトヴォ」(Перепетово) は，ストゥグナ川 (Стугна) とロシ川 (Рось) の間に広がる平原のこと。
キエフからは南の方向にあたる。
103）「トゥマシチ」(Тумащ) は，ストゥグナ川左岸に位置する城砦で，キエフにとって，南方からの外敵
の防衛の拠点の一つだった。現在のスタリ・ベズラディチ村 (Старі Безрадичі) に相当する。ズヴェニ
ゴロドからは 20km ほど南東に下ることになる。
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る。
翌日の早暁，イジャスラフ [D112:I] は戦闘準備を調え，自分の部隊を率いて，ウラジミルコ





家臣たちも捕まって 105），ウラジミルコ [A121] のところに引き立てられていった【401】。
ウラジミルコ [A121] は，イジャスラフ [D112:I] がすでにオルシャニツァ川を渡河したこと
を聞いた。ウラジミルコ [A121] は戦闘準備をして，イジャスラフ [D112:I] に向かって進軍し，
川をはさんで射手たちは矢を射合った。ウラジミルコ [A121] は軍勢とともに突進し始めた。




























イジャスラフ [D112:I] は，キエフへと逃げ戻った。ウラジミルコ [A121] の従士たちは，か
れの〔部隊〕のあとを追撃して，ある者たちを捕虜にし，ある者たちを撃ち倒した。
ヴャチェスラフ [D16] は，かれ〔イジャスラフ〕が戻ってくる前にすでにキエフに入城して，
ヤロスラフの館に座していた。イジャスラフ [D112:I] は，自分の父であるヴャチェスラフ [D16]
のところにやって来ると，そこで協議して，ふたりは食事をとった。
その頃，ユーリイ [D17] は，自分の息子たちとともに，またウラジーミル・ダヴィドヴィ












109）スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は，甥のスヴャトスラフ [C411:G] とともにノヴゴロド・セヴ
ェルスキイの公座に就いていた。
110）イジャスラフ [D112:I] は，ヤロポルク・ウラジーミロヴィチ [D15] がキエフ大公であった 1135 年
冬に起きた内乱を収める際に，アンドレイ善良公 [D18] の座していたヴラジミル・ヴォルィンスキイを
得ている。1142 年に一度スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] の手に渡るが，1146 年から
は再びイジャスラフ [D112:I] の所有するところとなった。
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イジャスラフ [D112:I] は自分の従士たちに，ドロゴジチ 111）(Дорогожичь) で集合するように
命じ，自分自身は夜を待ってキエフを脱出し，出発した。
翌日の日中に，ガーリチのウラジミルコ [A121]は，オレーグの墓 112）のところまでやって来た。
同じくユーリイ [D17] も，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，その兄弟のイジャスラフ [C35]，




スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] とボリス・ユーリエヴィチ [D170] を派遣した。
かれらはチェルトフの森 114）(Чертов лѣс) まで〔イジャスラフ [D112:I] たちを〕追いかけたが，
追い付くことはできず，戻って来た。




その時，イジャスラフ [D112:I] はゴルィニ川流域 118）(Погорина) を占領し，自分の息子のム
111）『イパーチイ年代記』の読みは「ドロジチ」(Дорожичь) だが，『ラヴレンチイ年代記』並行記事は 
Дорогожичь となっており，こちらが正しい。キエフのポドリエ街区の北に面し，ポチャイナ川沿いに
広がる一帯の名称で，ここではキリル修道院 (Кирилловский монастырь) 近くの森を指すと考えられ
る。
112）「オレーグの墓」(Ольгова могила) はキエフの丘の北西に隣接するシチェコヴィツァの丘
(Щековица) にあったと推定されている。[ イパーチイ年代記 (2): 注 345] を参照。なお，『ラヴレンチ
イ年代記』の並行記事では，теремьць のところに布陣したとある。丘の墓の傍らに「塔」あるいは「邸」
が建っていたということか。
113）「セトムリ」 (Сѣтомль) は「シトムル」(Ситомл) とも言い，キエフ北郊外の，ポチャイナ川に注ぐ小
川。キエフの丘から 3km ほど離れており，現在のシレツ川 (Сирец) に相当する。
114）「チェルトフの森」 (Чертов лѣс) は，Чертолесы, Пулины とも言い，現在の Червоноармейск ( ウ
クライナ語 Червоноармійськ) に相当する。キエフからだと西に約 160km 離れた地点にある。
115）聖ボリス公と聖グレーブ公のこと。
116）聖公ウラジーミル [08] が，996 年にキエフのウラジーミル街区に建立した，十分の一（デシャチン
ナヤ）教会のこと。聖母の祝日（もしくは聖母そのもの）に献堂されたものだった。[ ロシア原初年代記：
447,465 頁 ] 参照。
117）洞窟修道院の主聖堂である「聖母就寝」(Успенский) 教会を指している。




スチスラフ [I1] をドロゴブージ (Дорогобужи) に据えて，自分は兄弟 119）とともにヴラジミルへ
と向かった。
キエフ人たちはガーリチのウラジミルコ [A121] を恐れて，ユーリイ公 [D17] をキエフへと
導き入れた。ユーリイ [D17]はキエフに座すと，洞窟修道院で 120）ウラジミルコ [A121]と会合し，
二人はお互いに大いなる親愛を結んだ。
ウラジミルコ [A121] がユーリイ [D17] のもとからガーリチへと〔帰国するために〕向かう
とき，ユーリイの息子のムスチスラフ [D17j]を連れて行った。かれ〔ウラジミルコ〕がドロゴブー
ジへと近づくと，ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] はドロゴブージから逃げだして，ルチェ













た。ユーリイ [D17] は〔さらに〕，自分の息子アンドレイ [D173] を派遣した。かれ〔アンドレイ〕
はペレヤスラヴリにやって来ると，ポロヴェツ人と和議を結んだ。
スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] は，キエフのユーリイ [D17] のもとに戻っ
て来た。アンドレイ [D173] は，ペレヤスラヴリの兄〔ロスチスラフ [D171]〕のもとにとどまっ
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た。尊い十字架の挙栄の祭日 122）を祝うためだった。聖ミハイル教会 123）で主の十字架の尊い祭
日を祝ってから，その翌日にアンドレイはキエフの父親のところへと出発した。
その年の秋，ユーリイ [D17] は，自分の息子のアンドレイ [D173] に，トゥーロフ，ピンス
ク (Пинескъ) とペレソプニツァ〔の諸城市〕を与えた 124）。アンドレイ [D173] は，自分の父親に
拝礼すると，出発して，ペレソプニツァの座に着いた。

















そこで，イジャスラフ [D112:I] は評議して，自分の弟のウラジーミル [D115] を，姻戚であ
122）この十字架挙栄祭は，4 世紀に，コンスタンティヌス帝の母ヘレナがエルサレムでイエス・キリスト












ラジミルコ [A121] は頭を上げる 127）ことは敢えてしないだろう』とわしに言ったことがある。
































－ 346 － － 347 －


















132）テサロニケの殉教聖人ドミトリオスの祝祭日である 10 月 26 日を指している。




命され，地方官 ( ｼﾞｭﾊﾟﾝ )，司教，修道院長等を任命し，裁判を行い，軍を指揮し，貨幣を鋳造する権
限をもっていた。[Древнерусские летописи,1938　С. 355]。
　　この地方長官は，セルビアのラシュカ公であったベロシュ（洪 : Belos ban）を指している。かれはセ
ルビアのウロシュ一世とビザンツ皇女アンナ・ディオゲナの息子であり，ハンガリー王ゲーザ二世の母
后イロナの兄弟（つまり王の伯叔父）にあたる人物である。かれは，先王ベーラ二世の死後，姉妹のイ















ウラジーミル [D115] は，兄のイジャスラフ [D112:I] のもとにやって来た。イジャスラフ
[D112:I] は，自分の弟が健勝であるのを見て，また弟の口から，王が味方をしてくれるという
王の言葉を聴いて，大いに喜んだ。





グ 138）(Устилогъ) へと派遣していた 139）。こうして，イジャスラフ [D112:I] は使者を遣って，地方
長官の娘を連れてこさせて，ウラジーミル [D115] に娶せた。大いなる喜びがあり，祝宴が催
された。











については，[ イパーチイ年代記 (3): 注 140] を参照。
141）「礼拝所」(терем) とは，チェルニゴフの首座教会にある，オレーグ一族の霊廟のようなところと考
えられる。
142）もし，これがイーゴリの守護聖人である聖ゲオルギオスの祭日に行われたとすれば，11 月 26 日とい
うことになる。この日付は，年代記記述の時系列とも合致する。
－ 348 － － 349 －
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イジャスラフ [D112:I] は自分の弟のウラジーミル [D115] に言った。「弟よ，お前はハンガリー
のわしの義弟である王とともとにいた。お前はかれらの企てや思慮をすべて知っているだろう。
弟よ，今，お前は，わしの名誉とおまえ自身の名誉のために，苦労するときである」。こうして，

















ウラジーミル [D115] は，ハンガリーの部隊とともに，自分の兄のイジャスラフ [D112:I] の







この場合には「受胎告知祭」すなわち 1151 年 3 月 25 日（この日は主日＝日曜日でもあった）にあ
たると推定できる。さらに，イジャスラフの遠征のその後の展開を見ると，かれは短期間にキエフに
到達して復活祭（1151 年 4 月 6 日）の宴を張っており，この時系列の推定は蓋然性が高い [Літопис 
руський, 1989: С.235, прим. 11]。
－ 350 －
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フ [D112:I] は〔この城市に〕やって来ると，ペレソプニツァの上流 145）に陣取り，ザレチェス
















そこから，イジャスラフ [D112:I] は，自分の弟のスヴャトポルク [D114] をヴラジミルへと
派遣した。これは，ウラジミルコ [A121] を監視するためであった。そして，自分は，弟のウ











イジャスラフ [D112:I] とユーリイ [D17] の間の抗争の中で，前者と提携したと考えられる。
－ 350 － － 351 －













ガーリチ〔公〕のウラジミルコ [A121] は，アンドレイ [D173] に向けて 152）【411】，ヴァシル
コ・ヤロポルチチ 153）(Василко Ярополчич) を使者として派遣して「兄弟よ，わしのもとに来たれ」
と言った。アンドレイ [D173] は，かれ〔ウラジミルコ [A121]〕のもとへと馬を駆けさせてやっ
て来た。そして，ミレスク 154）(Милеск) で，かれ〔ウラジミルコ〕と会合した。二人は，斥候
部隊を先発させ，自分たちはその後から進軍した。
イジャスラフ [D112:I] のもとに報告がもたらされた。ガーリチ〔公〕のウラジミルコ [A121]





153）この人物が誰であるかは不明。イジャスラフ [D112:I] の息子ヤロポルク [I3] の息子にヴァシーリイ
[I31] という公が記録に残っているが，これを敵方であるウラジミルコの使者として同定するのは無理
がある [ スズダリ年代記訳注 [III] 15 頁 ]。ゴラニンによれば，可能性があるのはモノマフの子ヤロポル
ク [D15] の息子であるが，かれに息子がいたことは知られていない。
154）「ミレスク」(Милеск) は「ムィリスク」(Мыльск) とも表記し，ゴルィニ川の支流であるオスヴィツ




とアンドレイ [D173]，ウラジーミル・アンドレエヴィチ 155）[D181] が，大軍を率いてドロゴブー
ジに近づき，ゴルィニ川を渡ろうとしているというのである。
翌日の朝，イジャスラフ [D112:I] は起床すると，スルチ川を渡り，そこからチェルトフ
森 156）を横切ってウシェスク 157）へと向かい，ウシェスクの近くでウシャ川 158）(Уша) を渡河した。
イジャスラフ [D112:I] のすべての部隊がウシャ川を渡ろうとしているとき，そこにガーリチ
















155）ウラジーミル [D181] は，アンドレイ善良公 [D18] の息子で，1149 年 8 月のペレヤスラヴリ郊外で





(Бужеский; Божеский) の公だったウラジーミル [D181] に使者を遣って示し合わせ，ともにミレスク







－ 352 － － 353 －














イジャスラフ [D112:I] はそこから進み，スヴャトスラヴリャ・クリニツァ 161）(Святославля 










161）「スヴャトスラヴリャ・クリニツァ」 (Святославля Криниця) はテテレフ川左岸の地名（泉が湧いて




注 [III]：15 ～ 16 頁 ]
163）「ミチェスク」(Мическ, Мыческ) は，テテレフ (Тетерев) 川とムィカ川 (Мыка) の合流地点に建て




























ニ (Здвижень) 川（現在のズドヴィジ川 (Здвиж)）上流の河岸にある城砦。現在のズドヴィジカ村
(Здвижка) に相当する。ミチェスクからだと，南南東に約 28km の地点に位置している。
166）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，「ウラジミルコの斥候がロシ川のところで，かれ〔イジャス
ラフ〕に追い付いたが，ウラジミルコとアンドレイは間に合わなかった。その後イジャスラフは，砦を




167）「困難を避けて」(труда не правяче) は，ここでは，ウラジミルコと戦わずにということ。ウラジミ
ルコの大軍と戦うことは，危険で困難だということがふまえられている。
168）1149 年 8 月末に，ペレヤスラヴリ郊外の戦いで敗れ，ヴラジミルに逃れる直前のイジャスラフに対
して語られたキエフ人の言葉がふまえられている。[ イパーチイ年代記 3: 387 頁 ] 参照。
－ 354 － － 355 －
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〔からよいだろう〕。公よ，味方が来ることは善いことである。もし，戦力が回復するのなら，
今夜，神がわれらに定めるように，進軍しようではないか」。








イジャスラフ [D112:I] は，乗馬すると，ズドヴィジェニ川 (Въздвидень) を渡り，そこで自
分の部隊を武装させ，自分の弟のウラジーミル [D115] を，ベルゴロドへと先行して派遣した。
そして自分は，自分の部隊とともに，かれのあとから進軍した。









ウラジーミル [D115] はベルゴロドに入城し，自分の兄のイジャスラフ [D112:I] へ使者を遣っ
て，こう言った。「わたしはベルゴロドに入城しました。ボリス [D170] は城から逃げました。














ボリス [D170] は，自分の父ユーリイ [D17] のもとへと駆けつけた。そのとき，ユーリイ [D17]


























－ 356 － － 357 －
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ガーリチのウラジミルコ [A121] は，イジャスラフ [D112:I] がキエフに入城したこと，ユー
リイ [D17] がキエフから逃げ出したことを聞いた。ウラジミルコ [A121] は，アンドレイ・ユー

















ジミルコ [A121] に差し出した。ウラジミルコ [A121] は銀を受け取ると出発した。このように
して，かれは自分の土地に至るまでのすべての城市から銀を受け取った。
〔ウラジミルコ〕は，アンドレイ [D173] とウラジーミル [D181] に対して「お前たちは自分















リピャチ川の河口のダヴィドヴァ・ボジェンカ 181）(Давыдова Боженка) まで行き，そこからオ
ステルスキイ・ゴロドクの自分たちの父ユーリイ [D17] のもとへと行った 182）。


























183）1146 年 8 月に，イジャスラフ軍がキエフ公だったイーゴリを破ってキエフを占拠したとき，ヴャチ
ェスラフは最年長者であることを理由にヴラジミルなどを占拠した。これに対して，イジャスラフは年
長者に敬意を払わず，ヴャチェスラフを制圧して，その拠点都市トゥーロフを取り上げた（[『イパー
チイ年代記 ](2): 348 頁，注 373 を参照）。イジャスラフは，この一連の事態について反省をしている。
184）1150 年 8 月後半に，イジャスラフは，オルシャニツァ川の戦いでウラジミルコ軍に敗北してキエフ
に戻ったあと，ヴャチェスラフをキエフからヴィシェゴロドに退去させ，自分はヴラジミルに逃げてい
る。その敗北と，ヴャチェスラフをキエフの公座に残せなかったことについて言っている。注 110 参照。
－ 358 － － 359 －
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ことについても二人は別れず，一つの場所にあることを。
この年ロスチスラフ・ユーリエヴィチ [D171] が，ペレヤスラヴリで逝去した。聖金曜日 185）
の未明のことだった。兄弟たち，すなわちアンドレイ [D173]，グレーブ [D178]，ムスチスラ
フ [D17A] が，聖ミハイル教会の，かれらの父方の叔父アンドレイ 186）[D18] とスヴャトスラ
フ 187）[D13] の〔墓の〕傍らに，〔ロスチスラフを〕埋葬した。
6659〔1151〕年






ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は，ハンガリー人たちに大いなる名誉を施し
た。ヴャチェスラフ [D16] は自分から，イジャスラフ [D112:I] も自分から，それぞれが，多く
の贈物を与えた。それは，器物，布帛，馬匹，絹織物など，あらゆる贈物だった。
そのとき報告がもたらされた。ガーリチのウラジミルコ [A121] が，ガーリチに戻り，アン
ドレイ・ユーリエヴィチ [D173] とウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] の二人が，かれ〔ウ
ラジミルコ〕のところから，プリピャチ川河口のダヴィドヴァ・ボジェンカへと，自分の父の
ところへ行くために向かっているというのである。




185）1151 年 4 月 6 日に相当する。その場合，この記事は，6659(1151) 年の年紀のすぐあとにあるべ
きだが（実際に『ラヴレンチイ年代記』の並行記事はそうなっている），『イパーチイ年代記』では，
6658(1150) 年の記事の最後に付加されている。編集作業上の誤認によるものか。
186）アンドレイ [D18] が，1142 年 1 月 22 日にミハイル教会に埋葬されたことについては，[ イパーチイ
年代記 (2): 324 頁，注 217] を参照。
187）スヴャトスラフ [D13] が，1114 年 3 月 16 日にミハイル教会に埋葬されたことについては，[ イパー
チイ年代記 (1): 255 頁，注 71] を参照。































から起算している。上注 188 のように，この日が復活祭（1151 年 4 月 8 日）とすれば，「三日目」は 4
月 10 日に相当し，この日には，以下に述べられる，ムスチスラフ [I1] のハンガリー行きの準備，ロス
チスラフ [D116:J] への使者の派遣が行われたと考えられる。
191）「義弟」は зять で，ゲーザ二世のこと。本稿注 12 も参照。
192）まだ，ユーリイの反攻が当然予想されるこの段階で，主要な軍事力であるハンガリー人を帰国させた
のは不思議である。キエフ人からの苦情が多く出たということか。
－ 360 － － 361 －


























また，イジャスラフ [D112:I] は，自分の弟のロスチスラフ [D116:J] に〔使者を通じて〕言っ
193）ハンガリー王ゲーザ二世は，ビザンティン皇帝であるマヌイル一世との戦闘に集中せよ，ということ。
194）ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とイジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] を指している。
195）スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] とその甥のスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] を
指している。
196）この時点がすでに「春」（1151 年 4 月上旬）であることから，速やかに援軍を派遣して欲しいという
含意がある。











ユーリイ [D17] は，チェルニゴフのウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] とスヴャトスラフ・
オリゴヴィチ 199）[C43] に使者を遣って，次のように言った。「見よ，すでにイジャスラフ [D112:I]
はキエフにいる。そなたたち二人は，わしを助けるために来たれ」。
スヴャトスラフ [C43] は，復活祭を待たずに，受難週間の月曜日 200）に出発した。さて，火曜
日 201）には，かれに息子が生まれ，洗礼名をユーリイ，世俗の名をイーゴリ 202）[C432] と命名した。
かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕は，復活祭 203）の祝日はブレストヴィト 204）(Блестовѣтъ) で奉事を
行い，そこから，チェルニゴフへと向かった。そして，自分の兄弟ウラジーミル [C34] と【423】
合流して，そこから二人は船で，ゴロドクのユーリイ [D17] のもとへと向かった。
そのとき，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，キエフのヴャチェスラフ [D16] および
198）ヤロスラフ [I2] は，1148 年秋から 1154 年 3 月まで，ノヴゴロドの公座に就いていた。
199）当時，スヴャトスラフ [C43] はノヴゴロド・セヴェルスキイに公として座していた。
200）受難週間とは復活祭の前の一週間のこと。この年 1151 年の受難週間は 4 月 2 日～ 4 月 7 日で，その
月曜日は 4 月 2 日に当たる。




203）1151 年 4 月 8 日が復活祭に相当する。
204）ブレストヴィト (Блестовит) は，プールカ (Пулка) 川（デスナ川右岸支流）の右岸にあった城砦で，
現在のブリストヴァ (Блистова) 村に相当する。チェルニゴフからだと，東南東に約 44km 離れている。
－ 362 － － 363 －
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方の〕叔父ヴャチェスラフ [D16] と自分の兄イジャスラフ [D112:I] のもとへとやって来た。ヴャ




ユーリイ [D17] はキエフへ向けて進軍を開始して，ロドゥーニヤ 208）(Родуния) で陣を張った。
多くの原野のポロヴェツ人が，ユーリイ [D17] を助けるためにやって来た 209）。
イジャスラフ [D112:I] は〔敵が〕ドニエプル川を渡渉しないように警戒をしていた。こうし
て，ドニエプル川の両岸で，小舟に乗って戦いが始まった。それは，キエフからほとんどデス
205）イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，この直前までユーリイ [D17] の陣営に加わっていたこと
から，この記述によって，イジャスラフ [C35] は立場を転向して，イジャスラフ＝ヴャチェスラフ陣営





ユーリイに反発した」結果だった，と解釈している [Соловьев 1988: С. 458]。このユーリイ及びスヴ
ャトスラフ [C43] の措置については，本稿注 7 を参照のこと。




207）1151 年 4 月 23 日に相当する。ゲオルギオスは軍人聖人であり，目前の戦いの戦勝祈願をしたこと
になる。
208）「ロドゥーニヤ」 (Родуния) は，ドニエプルの左岸の，キエフの丘から北東に 10km ほどしか離れて
いない砂州の名称。「ゴロデツ・ペソチニイ」(Городец-Песочный) に隣接していた。『イパーチイ年代
記』の 1111 年の項で「ラドスィニ」(Радосынь) と呼ばれている場所と同じで，公の館があった。
209）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「ユーリイはオレーグ一族〔の二人〕とウラジーミル・ダヴ















そこで，船団をルベイスコエ 212）(Лубѣиское озеро) 湖へと進め，そこから岸にそって船を運
搬して，ゾロトチャ 213）(Золотчя) 川に船を浮かべた。こうして，かれら〔ユーリイ陣営〕の船は，
ゾロトチャ川を通ってドニエプル川へと入った。
ユーリイ [D17] を〔助けに来た〕ポロヴェツ人 214）は洲〔川岸〕を進軍していた。






211）「ヴィテチェフ」 (Витечевъ) はキエフの丘から南東方向に 28km ほど離れたドニエプル川の浅瀬（渡
し場）の名で，現在の「プロツィウ村」(Проців) 付近に位置していた。











－ 364 － － 365 －
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ユーリイ [D17] は，自分の息子たちと協議を行い，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，
スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] そして
ポロヴェツ人たちを呼び寄せると，次のように言った。「兄弟たちよ，見よ，われらはここに
陣を張っている。ここにいることに何の意味があるか。それより，かれら〔敵方〕からザルー
ブ 218）の浅瀬 (бродъ Зарубьскыи) を占拠しようではないか。そして，向こう側に渡るのだ」。こ
れに全員が同意した。
ユーリイ [D17] は，自分の息子 219）をポロヴェツ人とともに〔ザルーブへと〕派遣した。他方，












近くのペレヤスラヴリは，支配公のロスチスラフ [D171] が死去したばかり（1151 年 4 月 6 日）だが，
まだユーリイ一族の支配下にあり，ザルーブで渡渉すれば戦力を集めやすかったのだろう。この地名は
1146 年記事にもあらわれている。[ イパーチイ年代記 (2)：341 頁，注 328] 参照。
219）この息子は単数形になっているが，誰であるかは判明しない。『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，
そもそも「ユーリイの息子」もザルーブに派遣されたということは書かれていない。
220）「シヴァルン」(Шварн) は，イジャスラフ [D112:I] 軍に従軍していたキエフの軍司令官。かれは
1146 年の記事にも名が見える。その時は，イジャスラフ [D112:I] は，コラチェフに逃げたスヴャトス
ラフ [C43] を追うために，このシヴァルンをイジャスラフ [C35] とともに派遣している。シヴァルンは















ユーリイ [D17] はウラジーミル [C34] とともに 223）ザルーブの浅瀬までやって来て，ドニエプ
ル川を渡渉した。
その時，ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I]，かれの弟ロスチスラフ [D116:J]，
イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，ロスチスラフ [D116:J] の兄弟ウラジーミル [D115]，グ
ロドノの公〔ボリス [F111]〕等は，みなイヴァン 224）(Иван) 近郊に布陣していた。そこへ，〔ザルー
ブから〕報告がもたらされた。そこで，かれらはキエフへと引き返すことにした。
ヴャチェスラフ [D16]，イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] は，自分の兄弟たち













(Ржищів) 近くの高地の名と推定されている。その場合，ザルーブ (Заруб) からだと西方向へ 25km ほ
ど離れている。[Древнерусские летописи, 1936: С. 355, прим. 118]
225）この一節は，イヴァン (Иван) で行われた作戦会議について語っている。
－ 366 － － 367 －






































翌朝，陽が昇ったとき，ヴャチェスラフ [D16]，イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J]
は，トレポリを出発して，ボロク 233）(Борок) を通過してキエフへと向かった。
ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は，進んで行って，城内には入らずに，かれ
ら二人は，金門の前の窪地 234）に天幕を張った。他方，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，
金門とユダヤ門のあいだのボリスラフの館 235）(Бориславль двор) の対面に陣を張った。ロスチ












東 50km ほどに位置している。イヴァンからだと，ドニエプル川右岸の河岸沿いに 30km ほど南西に行
ったところにある。[ イパーチイ年代記 (2)：311 頁，注 143] も参照。
233）「ボロク」(Борок) は，トレポリからキエフまでのドニエプル右岸の河岸の「松林」(бор) の一帯を指
している。ここには，両地点を結ぶ街道があった。
234）「窪地に」は，原文では у язины となっているが，そのような地名は確認できないため，у язвины （窪
地に）の誤記と解釈した。[Літопис руський, 1989: С. 243, прим. 12]
235）『イパーチイ年代記』の 1152 年の記事に，イジャスラフ [D112:I] が配下の貴族ピョートル・ボリス









(Щековица) にあったと推定されている。[ イパーチイ年代記 (2)：343 頁，注 345] を参照。
－ 368 － － 369 －
富山大学人文学部紀要 『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (4) ―『キエフ年代記集成』（1149～ 1151年）




































ヴャチェスラフ [D16] は，自分の家臣の一人に「わが兄弟のユーリイ [D17] のところに行け。
【429】わが名において，兄弟〔ユーリイ〕に接吻〔の挨拶〕をせよ」と言った。
〔そして，ヴャチェスラフはイジャスラフとロスチスラフに向かって言った〕「そなたたち，
























じて честь と呼ぶ）を失わせること。すぐ前の「繰り返し侮辱する」(переобидѣти) が具体的な掠奪や
加害・権利侵害の行為を指すのに対して，こちらは，公の名誉・正義観念にかかわる表現である。
242）これについては，1146 年の項を参照（[ イパーチイ年代記 (2): 348 頁，注 373] 参照）。また，上注
241 の部分でも，ヴャチェスラフはこれについて触れている。
－ 370 － － 371 －
















244）ユーリイ [D17] の生年は，正確には分かっていないが，この箇所から，1083 年生まれであるヴャチ
ェスラフが成人するころに生まれたことが推察される。かれはハロルド二世の娘ギータの死後に結婚し
た後妻（ビザンツの貴族の娘と伝えられる）との子である。
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